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1. 緒 言 

基本周波数（F0）とは音声や楽器といった様々な

音源での信号処理で利用される重要な特徴量であ

る。実環境で F0推定を正確に行うことができれば、

対象音に対する雑音除去や音源分離などを効果的

に実現できることが期待される。 

現在までに数多くの基本周波数推定法が提案さ

れてきており、静音環境や雑音環境における F0 推

定法はほぼ確立されているが、残響環境や雑音残

響環境に適応できるものはほとんど存在しないと

言ってよい。 

雑音・残響環境に一定の耐性を持つとされる手

法に FreeDAM がある[1]。FreeDAM はミッシングフ

ァンダメンタル現象を計算機上で模擬したもので、

隣り合う 3 本の調波の組を AM 信号に見立てて、そ

れを AM ラジオのように復調することで F0 を特定

するという手法である。しかし、FreeDAM は復調方

式に同期検波を用いているため、計算量が多いと

いう欠点があった。そこで本研究室では、復調方式

を非同期検波に変更することで計算量を大幅に低

減した FreeDAM Lite を提案している[2]。FreeDAM 

Lite は、対象信号を理想的な調波複合音とした場

合には雑音や残響に対して一定の頑健性を持つこ

とが確認されているが、音声に対応できるかどう

かは明らかではない。そこで本稿では、FreeDAM 

Lite が音声信号に対して基本周波数推定が可能で

あるか、シミュレーションにより検証する。 

2.研究方法 

MATLAB 上で FreeDAM Lite を実装し、音声信号

を入力したときの F0 推定結果をシミュレーション

により検証した。音声信号は、東北大学電気通信研

究所で制作されたデータベース[3]中の短母音

/a//i//u//e//o/について、それぞれ男声と女声の

計 10 種類を用いることとし、各々0.1 秒間を抽出

した上で分析した。図 1 に検証に用いた音声信号

の F0 軌跡の一例を示しており、赤枠は抽出した

0.1 秒間を示す。なお、同データベースには F0 の

情報は無いことから、従来法である TEMPO2[4]で別

途計測したものを真値とした。評価指標は、真値と

の誤差率[%]を用いた。今回実行した処理のフロー

を図 2 に示す。 

 

図１ 音声信号/o/（男声）の F0 軌跡 

PI7-39



第 15回大学コンソーシアム八王子学生発表会 

 

 

 

図 2 本研究のフローチャート 

 

3. 結 果 

実験結果の誤差率を表 1 に示す。/a/以外は、男

声の方が誤差が小さい結果となった。また、女声の

/i/以外はいずれも 5 [%]以内に収まっており、音

声に対して比較的正確な F0推定が行えたことが確

認できた。 

表 1 音声信号の F0 推定結果（誤差率 [%]） 

 誤差率[%] 

/a/ /i/ /u/ /e/ /o/ 

男声 1.9 0.2 1.4 0.9 0.4 

女声 0.3 7.0 4.8 3.2 3.7 

 

4. 結 言 

本稿では、FreeDAM Lite が音声信号に対して基

本周波数推定が可能かどうかをシミュレーション

により検証した。結果から、比較的正確な F 0 推定

が行えたことを確認できた。 

 

5. 今後の予定 

今後は、連母音等を対象に、基本周波数推定が可

能かどうかを検証してく予定である。 
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